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「夢、無限大」感動おばま

広
報おばま

松崎市政
４期目がスタート

【表紙】再選後の初登庁で職員らに出迎えられる松崎市長（市庁舎）

特
集
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松崎市政４期目がスタート

任期満了に伴う小浜市長選挙が、7月 12日に告示され、無所属で

現職の松
まつざき

崎晃
こうじ

治氏（62歳・生玉）が、無投票で再選を果たしました。

「育成！ふるさと小浜デザイン」をスローガンに、北陸新幹線の全

線開業により飛躍する「新生小浜市」の発展を見据えた地域力と

“人”の育成を掲げる松崎市長に、４期目にかける思いを聞きました。

企
業
誘
致
や
創
業
支
援
を
は
じ
め
、
市
内

事
業
者
の
課
題
で
あ
る
事
業
継
承
に
も

力
点
を
置
く
な
ど
、
市
内
事
業
者
の
経
営

基
盤
の
強
化
、
雇
用
力
の
向
上
に
よ
り
、

地
域
全
体
の
産
業
・
商
業
の
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
サ
バ
の
養
殖
や
農
地
集
約
な

ど
、
本
市
の
「
食
」
を
支
え
る
１
次
産

業
分
野
に
先
端
技
術
を
積
極
導
入
し
、
ス

マ
ー
ト
な
、
も
う
か
る
１
次
産
業
の
実

現
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

【
２
つ
目
の
柱
】

地
域
資
源
を
連
携
・
融
合
さ
せ
、
魅
力

を
最
大
限
に
引
き
出
し
、
交
流
人
口
の

拡
大
や
観
光
消
費
の
獲
得
に
つ
な
げ
る

　

特
に
、
２
年
半
後
に
迫
る
北
陸
新
幹
線

敦
賀
開
業
に
向
け
て
、「
敦
賀
開
業
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
、
着
実
に
取

り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
本
市

の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
生
か
す
た
め
に
も
、

今
後
、
文
化
と
観
光
を
融
合
さ
せ
た
施
策

展
開
が
重
要
と
捉
え
て
お
り
、
道
の
駅
・

ま
ち
の
駅
・
海
の
駅
の
３
駅
に
Ｊ
Ｒ
小

浜
駅
を
加
え
た
４
駅
を
連
携
さ
せ
た
歴

史
と
文
化
が
見
え
る
観
光
ゾ
ー
ン
の
創

出
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

ー
４
期
目
の
公
約
に
は
「
６
つ
の
柱
」
を

掲
げ
て
お
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
に
つ

い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

【
１
つ
目
の
柱
】

企
業
誘
致
の
推
進
、
稼
げ
る
農
林
漁
業

の
実
現
な
ど
、
産
業
基
盤
の
育
成
・
強

化
に
よ
り
、
さ
ら
な
る
地
域
の
雇
用
力
、

生
産
力
の
向
上
を
目
指
す
取
り
組
み

　

本
市
で
豊
か
な
暮
ら
し
を
送
る
た
め

に
も
、
雇
用
環
境
・
就
業
環
境
な
ど
を
整

え
る
こ
と
は
、
と
て
も
重
要
な
取
り
組
み

で
す
。
こ
れ
ま
で
の
３
期
に
引
き
続
き
、

ー
い
よ
い
よ
４
期
目
が
始
ま
り
ま
し
た
。

意
気
込
み
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
れ
ま
で
小
浜
市
長
と
し
て
３
期
12

年
間
、
私
の
大
好
き
な
小
浜
市
を
さ
ら

に
良
く
し
た
い
と
い
う
強
い
思
い
を

持
っ
て
務
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

小
浜
市
の
地
域
資
源
の
研み

が

き
あ
げ
に

取
り
組
ん
で
き
た
中
で
、
改
め
て
ポ
テ

ン
シ
ャ
ル
（
潜
在
能
力
）
の
高
い
ま
ち

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

４
期
目
で
取
り
組
む
課
題
と
施
策
に

つ
い
て
は
、「
育
成
！
ふ
る
さ
と
小
浜
デ

ザ
イ
ン
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、
本

市
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
生
か
し
た
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
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人を育て、新時代のまちをデザインする

松崎市政４期目がスタート

育成！
　ふるさと小浜
　　　デザイン

　

近
年
増
え
つ
つ
あ
る
Ｕ
タ
ー
ン
・
Ｉ

タ
ー
ン
な
ど
の
移
住
希
望
者
に
と
っ
て

魅
力
と
な
る
地
域
づ
く
り
や
、
就
業
環
境

の
整
備
な
ど
、
こ
れ
ま
で
研
い
て
き
た
小

浜
の
産
業
基
盤
の
さ
ら
な
る
育
成
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
に
よ
る
新
し
い
生
活
様
式
が

実
践
さ
れ
る
中
、
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
や

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
な
ど
企
業
の
働

き
方
も
大
き
く
変
化
し
て
お
り
、
都
市

部
か
ら
地
方
へ
の
分
散
化
な
ど
も
見
据

え
、
本
市
に
お
い
て
も
ウ
イ
ズ
コ
ロ
ナ
、

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
時
代
に
対
応
し
た
各

種
支
援
の
ほ
か
、
通
信
イ
ン
フ
ラ
の
整

備
な
ど
、
新
た
な
働
き
方
の
実
現
に
向

け
た
環
境
を
整
え
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

サバ養殖の現場では、さまざまな最先技
術を導入し、着実に成果を上げている

　

ま
た
、
本
市
に
は
素
晴
ら
し
い
文
化

財
、
文
化
的
資
産
が
数
多
く
あ
り
ま
す

が
、
そ
の
多
く
は
現
在
、
個
人
が
所
有
・

管
理
し
て
お
り
、
将
来
に
わ
た
る
維
持
管

理
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
文
化
財
や
文
化
的
資
産
を
組
織
的
に

管
理
し
、
観
光
資
源
と
し
て
活
用
す
る

仕
組
み
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
で
、
文

化
財
の
保
存
に
か
か
る
諸
課
題
の
解
決

を
図
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
を
通
じ
て
、
来
る

べ
き
敦
賀
開
業
に
向
け
、「
観
光
の
目
的

地
」
と
し
て
全
国
に
強
く
発
信
し
、
交

流
人
口
な
ら
び
に
観
光
消
費
の
拡
大
を

実
現
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

４駅の連携・周遊で
魅力的な観光を創出

道の駅

JR小浜駅 まちの駅

海の駅
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松崎市政４期目がスタート

域
化
の
ほ
か
、
人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）
や
Ｉ

Ｃ
Ｔ
技
術
の
導
入
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

行
政
課
題
に
対
応
し
て
い
く
た
め
、
持
続

的
な
財
政
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ー
最
後
に
あ
ら
た
め
て
、
４
期
目
の
抱

負
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
こ
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
４
期
目
で

は
、
新
幹
線
全
線
開
業
に
よ
り
新
次
元

へ
と
飛
躍
す
る
小
浜
の
発
展
を
見
据
え
、

小
浜
が
持
つ
、
失
っ
て
は
な
ら
な
い
豊

か
な
自
然
、
歴
史
、
文
化
、
食
、
産
業
、

そ
し
て
そ
こ
で
育
ま
れ
た
穏
や
か
な
人

柄
・
気
質
の
市
民
を
含
め
、
引
き
続
き
小

浜
の
地
域
資
源
を
守
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

同
時
に
、
こ
れ
ら
を
活
用
し
た
地
域

内
経
済
循
環
を
牽
引
す
る
基
盤
産
業
と

そ
の
担
い
手
の
育
成
を
は
じ
め
、
市
内

各
地
区
、
各
集
落
の
地
域
づ
く
り
を
担

う
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
な
ど
地
域
力
の

育
成
、そ
し
て
こ
れ
ら
の
源
と
な
る
「
人
」

の
育
成
に
取
り
組
み
な
が
ら
、
新
技
術

な
ど
を
ス
マ
ー
ト
に
取
り
入
れ
た
新
時

代
の
ふ
る
さ
と
小
浜
を
デ
ザ
イ
ン
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

し
た
、
新
・
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
と
し

て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
全
世
代
の
小
浜

市
民
の
健
康
増
進
拠
点
と
し
て
機
能
さ

せ
て
ま
い
り
ま
す
。

【
６
つ
目
の
柱
】

主
に
市
行
政
が
取
り
組
む
べ
き
事
項

　

北
陸
新
幹
線
小
浜
・
京
都
ル
ー
ト
の
決

定
は
、
将
来
に
お
け
る
本
市
の
ま
ち
づ

く
り
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
か

ら
、
あ
ら
ゆ
る
英
知
を
集
め
、
夢
の
あ
る
、

明
る
い
小
浜
の
ま
ち
の
実
現
に
向
け
、
そ

の
先せ

ん
べ
ん鞭

を
つ
け
る
こ
と
が
我
々
の
責
務

で
あ
る
と
強
く
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
小
浜
新
幹
線
駅
周
辺
の
整
備
に

つ
い
て
は
、
今
後
の
小
浜
市
の
発
展
を
左

右
す
る
重
要
な
取
り
組
み
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
類
似
都
市
の
調
査
を
重
ね
る
と

と
も
に
、『
新
生
小
浜
市
』
と
し
て
ふ
さ

わ
し
い
『
ふ
る
さ
と
小
浜
の
デ
ザ
イ
ン
』

を
描
い
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た

め
に
も
、
市
民
の
皆
様
と
と
も
に
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
を
さ
ら
に
加
速
さ
せ
る

た
め
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
活
性
化

さ
せ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
市
民
生
活
を
支
え
る
公
共
施

設
で
あ
る
、
ご
み
焼
却
場
や
斎
場
の
広

【
４
つ
目
の
柱
】

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

　

ご
承
知
の
と
お
り
、
年
明
け
か
ら
感

染
拡
大
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
、

全
世
界
に
拡
大
し
、
我
が
国
に
お
い
て
も

数
多
く
の
感
染
者
と
死
者
を
招
き
、
国
お

よ
び
県
か
ら
緊
急
事
態
宣
言
が
発
せ
ら

れ
る
未
曾
有
の
事
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ウ
イ
ズ
コ
ロ
ナ
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ

の
時
代
を
見
据
え
、
各
種
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
継
続
を
図
る
た
め
、
引
き
続
き
徹

底
し
た
公
共
施
設
の
感
染
症
対
策
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

多
く
の
観
光
関
連
産
業
が
集
積
し
て

い
る
本
市
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
に
よ
る
経
済
的
な
ダ
メ
ー
ジ

は
こ
れ
ま
で
に
経
験
を
し
た
こ
と
が
な

い
ぐ
ら
い
大
き
な
も
の
で
あ
り
、
失
っ

た
経
済
の
回
復
に
向
け
て
市
民
一
丸
と

な
っ
て
知
恵
を
絞
り
、
乗
り
越
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
市
民
の
皆
様
、
事
業
者
の

皆
様
の
協
力
を
得
て
、
地
域
経
済
の
復
活

に
向
け
た
「
お
ば
ま
チ
ケ
ッ
ト
」
の
企

画
の
ほ
か
、
市
独
自
の
事
業
所
支
援
制

度
な
ど
、
独
自
施
策
を
実
施
し
て
お
り
、

引
き
続
き
市
内
経
済
の
回
復
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

【
５
つ
目
の
柱
】

市
民
生
活
に
密
接
な
関
係
が
あ
る
地
域

防
災
力
の
向
上
や
保
健
医
療
の
充
実
な

ど
、
安
全
・
安
心
な
市
民
生
活
に
関
す

る
取
り
組
み

　

防
災
関
係
に
つ
い
て
は
、
迅
速
か
つ
適

切
な
避
難
指
示
、
災
害
情
報
の
広
報
の
ほ

か
、
避
難
所
施
設
・
備
蓄
物
の
整
備
な
ど
、

市
が
行
う
「
公
助
」
の
取
り
組
み
を
進
め

る
と
と
も
に
、「
自
助
」「
共
助
」
の
機
運

を
醸
成
し
、
さ
ら
な
る
地
域
防
災
力
の
向

上
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

健
康
保
健
の
取
り
組
み
と
し
て
、
現

在
、
令
和
５
年
春
の
供
用
開
始
を
目
指

し
て
、
小
浜
市
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
の

建
て
替
え
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
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【
３
つ
目
の
柱
】

少
子
化
対
策
な
ら
び
に
こ
れ
か
ら
の
小

浜
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
良
好
な
教
育

環
境
の
実
現

　

子
育
て
支
援
に
関
し
て
は
、
保
育
園
・

認
定
こ
ど
も
園
な
ど
の
保
育
サ
ー
ビ
ス

の
充
実
化
は
も
と
よ
り
、
親
子
交
流
や

子
育
て
相
談
な
ど
の
サ
ポ
ー
ト
を
実
施

し
て
い
る
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
相

談
窓
口
機
能
の
強
化
を
図
る
な
ど
、
安

心
し
て
育
て
ら
れ
る
環
境
を
確
保
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
教
育
の
取
り
組
み
で
は
、
小
・

中
・
高
校
の
成
長
ス
テ
ー
ジ
に
合
わ
せ

た
ふ
る
さ
と
学
習
の
実
施
や
地
域
探
究

活
動
へ
の
サ
ポ
ー
ト
を
通
じ
て
、
郷
土

愛
の
醸
成
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
子

ど
も
た
ち
が
地
元
企
業
や
し
ご
と
を
知

る
機
会
を
作
る
な
ど
、
産
業
分
野
と
教

育
分
野
が
連
携
し
た
キ
ャ
リ
ア
教
育
の

推
進
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
近
年
急
速
に
進
む
Ｉ
Ｃ
Ｔ

（
情
報
通
信
技
術
）
に
対
応
で
き
る
人
材

育
成
も
大
変
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
な
ど
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を

活
用
し
た
教
育
を
推
進
し
、
こ
れ
か
ら

の
時
代
に
活
躍
で
き
る
人
材
育
成
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

建て替え予定の健康管理センター。新施設で
は健康増進の機能集約で全世代をサポート

保
健
セ
ン
タ
ー
、
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
、
介
護
予
防
施
設
の
機
能
を
集
約

松崎 晃治（まつざき こうじ）
昭和 33 年小浜市生まれ。県教職員として小中学校の教
壇に立った後、県教育研究所、若狭教育事務所に勤務。
平成７年、県議会議員選挙に出馬し初当選を果たすと、
17 年には第 87 代県議会議長に就任。20 年に小浜市長
選挙に立候補し、当選。3 期 12 年を務める。小浜生玉在住。

１. 雇用力、生産力の向上

・企業誘致の推進
・稼げる農林漁業
・創業・事業継承を支援
・移住希望者にとって魅力
　的な地域づくり
・新型コロナに対応した新
　たな働き方

市長公約「６つの柱」の主な内容

２. 交流人口と観光消費の拡大

・４駅（道の駅・まちの駅・
　海の駅・JR 小浜駅）が連
　携した、歴史・文化が見
　える観光
・文化的資産を観光や経済
　資源に活用
・小浜を観光の目的地に

３. 少子化対策と教育

・保育サービスの充実
・子育て支援センターの機
　能拡充
・子どもたちが地元企業を
　知るキャリア教育
・ＩＣＴ（情報通信技術）機
    器を活用した教育を推進

４. 新型コロナウイルス対策

・徹底した感染症対策
・各種行政サービスの継続
・失った市内経済の回復
・事業者などと連携した市
　独自の施策

５. 安全・安心な市民生活

・迅速かつ適切な避難指示
・「自助」「共助」の機運醸成
・避難所施設・備蓄物の整備
・小浜市健康管理センター
　の建て替えによる全世代
　の市民の健康増進拠点化

６. 新生小浜市の実現

・新幹線駅周辺の整備
・協働のまちづくりの推進に
　よるコミュニティ活動
・ごみ焼却場や斎場の早期
　広域化
・人工知能（ＡＩ）やＩＣＴ
　の導入
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調
査
の
内
容
は
、
世
帯
に
つ

い
て
は
、「
世
帯
員
の
数
」「
住

居
の
種
類
」「
住
宅
の
建
て
方
」

な
ど
４
項
目
。

　

世
帯
員
に
つ
い
て
は
、「
男
女

の
別
」「
出
生
の
年
月
」「
就
業

状
態
」「
従
業
地
ま
た
は
通
学
地
」

な
ど
の
15
項
目
で
す
。

調
査
は
19
項
目

　

国
勢
調
査
で
は
、
統
計
法
に

よ
っ
て
、
厳
格
な
個
人
情
報
保

護
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

個
人
情
報
は
厳
格
に
保
護

■国勢調査では、金銭を要求する

　こと、銀行口座の暗証番号やク

　レジットカード番号などを聞く

　ことはありません。

■国勢調査をかたった不審な訪問者や電話、

　電子メールなどにご注意ください。

　不審に思った際には、回答しないで、速や

　かに市民協働課までお知らせください。

国勢調査を装った「かたり調査」にご注意ください！

≪インターネット回答期間≫
9 月 14 日㊊～ 10 月 7 日㊌

■
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答
な
ら
、
自
宅
の
パ
ソ
コ
ン

　

ま
た
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
な
ど
か

　

ら
24
時
間
い
つ
で
も
回
答
で
き
ま
す
。

■
回
答
の
際
は
、
配
布
さ
れ
る
利
用
ガ
イ
ド
を
も
と

　

に
、
専
用
サ
イ
ト
に
ア
ク
セ
ス
し
、
ガ
イ
ド
に
記

　

載
の
「
ロ
グ
イ
ン
Ｉ
Ｄ
」
と
「
パ
ス
ワ
ー
ド
」
を

　

入
力
し
て
、
画
面
の
指
示
に
従
い
回
答
し
ま
す
。

■
回
答
内
容
は
、
期
間
内
に
い
つ
で
も
修
正
が
可
能

　

で
す
。

24
時
間
い
つ
で
も
Ｏ
Ｋ
！

「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答
」
が
お
す
す
め
で
す

≪郵送提出期間≫
10 月 1 日㊍～ 10 月 7 日㊌

■問い合わせ 市民協働課☎ 64・6009

調査に関するお問い合わせは…

【受付時間】８時～ 21時（10月 31日㊏まで設置）
国勢調査コールセンター☎ 0570・07・2020 （IP電話の場合は☎ 03・6636・9607）

広報おばま　令和 2 . 9 ❿

「令和２年国勢調査」
全国一斉

を実施します

回答の流れ

①専用サイトにアクセス

③画面の案内にそって回答

②ログインＩＤ・パスワードを入力

（8 ケタ）

ログイン ID（Login ID)

（4 ケタ）

アクセスキー（Access Key)

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
回
答
す
る

郵
送
で
回
答
す
る

■
紙
の
調
査
票
で
回
答
す
る
場
合
は
、
回
答
を

　

記
入
し
た
調
査
書
類
を
、
同
封
さ
れ
て
い
る

　
「
郵
送
提
出
用
封
筒
」
に
入
れ
て
、
ポ
ス
ト
に

　

投
函
し
て
く
だ
さ
い
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
回
答
が
難
し
い

場
合
は
、
郵
送
で
も
回
答
で
き
ま
す

■住民票などの届出場所に関係なく、10 月１日現
   在、ふだん住んでいる場所で調査票を記入します。

■「ふだん住んでいる場所」とは、３カ月以上
　住んでいる場所か、３カ月以上住むことになっ
　ている場所のことです。

回答は、ふだん住んでいる場所で

■調査票を提出する前に、記入もれや誤りがな
　いか、あらためて確認してください。

■調査票に記入もれなどがあった場合は、確認
　のため、指導員などから電話で連絡すること
　があります。

提出前には再チェック

回答時の注意点

　

正
確
な
統
計
を
作
成
す
る
た

め
に
、「
統
計
法
」
で
は
、
調
査

項
目
に
回
答
す
る
義
務
（
報
告

義
務
）
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

回
答
は
法
律
で
義
務
付
け

② 

ど
う
や
っ
て
調
査
す
る
の
？

　

９
月
14
日
㊊
か
ら
、
国
勢
調
査
員
が

各
世
帯
を
順
次
訪
問
し
、
調
査
書
類
を

配
布
し
ま
す
。

■
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
発

　

生
・
拡
大
を
防
ぐ
た
め
、
調
査
書
類

　

を
郵
便
受
け
に
入
れ
る
な
ど
、
調
査

　

世
帯
と
の
対
面
・
接
触
を
で
き
る
だ

　

け
避
け
な
が
ら
配
布
を
行
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

③ 

回
答
の
方
法
は
？

　

次
の
３
つ
の
う
ち
、
い
ず
れ
か
の
方

法
で
回
答
で
き
ま
す
。

①
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答

②
郵
送
提
出

③
調
査
員
に
提
出

■
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
発

　

生
・
感
染
拡
大
を
防
ぐ
た
め
、
で
き

　

る
限
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ま
た
は

　

郵
送
で
回
答
し
て
く
だ
さ
い

① 

ど
ん
な
調
査
な
の
？

　
「
国
勢
調
査
」
は
、
日
本
に
住

ん
で
い
る
す
べ
て
の
人
お
よ
び

世
帯
を
対
象
に
、
５
年
に
１
度

行
わ
れ
る
最
も
基
本
的
な
調
査

で
す
。

　

調
査
結
果
は
、
社
会
福
祉
、

雇
用
施
策
、
生
活
環
境
の
整
備
、

防
災
対
策
な
ど
幅
広
い
分
野
で
、

暮
ら
し
の
た
め
に
役
立
て
ら
れ

ま
す
。

　

10
月
１
日
現
在
を
基
準
日
に
、

全
国
一
斉
に
国
勢
調
査
を
実
施

し
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。




















